
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ご講演で「ふれあいの里に古墳があった」お話の詳細資料は、下記の錦町第一遺跡 

URLからダウンロードできます。（１９９６年３月米子市教育文化事業団） 

錦町第一遺跡（米子市錦町 1丁目139−1番地に位置：米子市ふれあいの里） 

発掘調査資料 https://sitereports.nabunken.go.jp/13889 
 

博労町遺跡 

２０１１年➀ https://sitereports.nabunken.go.jp/13769 

２０１１年② https://sitereports.nabunken.go.jp/13976 

2022年 https://sitereports.nabunken.go.jp/122541 

 

米子市啓成公民館創立五十周年記念誌（令和４年３月発行）8頁啓成地区の歴史に「米子で人の営

みが始まったのは、今から 6千年前の縄文時代中期と言われています。当時の啓成地区は美保湾岸

流によって形成された海浜砂丘地の一画に立地し…」と【錦町第一遺跡】【博労町遺跡】に触れておりま

すが、啓成がくゆう会 歴史講座にて、直接発掘に関わっておられた米子市埋蔵文化財センター館長の

下高氏から詳しくご講演いただきました。 

 受講者アンケートでは、「啓成地区の歴史を楽しく聞かせていただき、とても素晴らしかった」「すごい

広大な畑の跡に驚きました。土器など遺物を間近に見られて興味深く面白かった」「博労町付近が米子

の発祥地だったとは…」「ロマン溢れる地域に住んでいてよかった」「子どもを含め、もっと大勢の人に

知っていただきたい」「大切な地域！大切に育てていきたい！」など、とても興味深く楽しい講座とな

り、「もっと聞きたい」「2～3回と継続して聞きたい」との声も多数ありました。錦町のふれあいの里に

古墳や玉づくりの場所があった話、博労町遺跡からは世界初のＸ字型勾玉の遺物発掘の話などなど…

みなさん目を輝かせていました。また、まだ発掘が進んでいない「角盤町遺跡」もあるようでした。 

 お話は尽きません。啓成公民館祭展示がありますので、楽しみにされてください(⌒∇⌒)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

啓 成 が く ゆ う 会 
 

 第６回 【歴史講座 】 

と き： 令和６年９月５日(木)  

午後１時３０分～午後３時 
（内、ご講演：午後 1時４０分～２時５０分 予定） 

ところ： 啓成公民館 ２階 集会室 

 

 

「 遺跡発掘から読み解く啓成地区の歴史 」 

講 師 
米子市埋蔵文化財センター 館長 

下 高  瑞 哉  氏 
 

 

《 講師様よりメッセージ 》 

受講生のお住まいになっている地面の 1.5m下には、弥生時代から連綿と続く歴史が眠ってい

ることをご理解いただけると幸いです。 

《 講座のテーマ 》 

米工、啓成小などの工事に先立つ発掘調査がありました。みなさん、啓成地区の「博労町遺跡」

をご存知でしょうか。実は、弥生時代～近代にかけての重要な発見がありました。勝田山からの昔の

風景はどうだったのでしょうか？啓成地区や米子市のむかしについて学びましょう。 

 

※「博労町遺跡」は米子市域の海浜砂丘域において確認された古墳時代前期～奈良・平安時代

を中心とした大規模な集落遺跡である。弥生時代終末期の砂丘停滞期により安定した砂丘上に集

落が形成され始める。集落は古墳時代前期には最盛期を迎え、布掘り掘建柱建物を中心とする拠

点的な集落の様相を見せる。 

また、米子の原点である半生郷に相当すると思われる奈良・平安時代の役所に関連する遺構や

遺物も発見され、このあたりが古代米子の中心地と思われる。 

（以下、ご講演資料より） 

https://sitereports.nabunken.go.jp/13889
https://sitereports.nabunken.go.jp/13769
https://sitereports.nabunken.go.jp/13976
https://sitereports.nabunken.go.jp/122541

